日本家禽学会将来構想委員会（H22.3.29）議事録

日　時    平成２２年３月２９日（月）　午後３時～４時　　　　

場　所    明治大学駿河台キャンパス　リバティタワー　９階　1091

出席者：　吉村幸則（委員長），後藤直樹，内藤　充，半澤　惠

オブザーバー：島田清司会長

学会活動の活性化を目的として，「国内外学協会との連携」や「学会としての教育への取り組み」についてフリートーキングし，次年度へ引き継ぐことにした．(資料１－３)

国内外学協会との連携について以下の報告と意見があった．

・畜産学会との連携の可能性について島田会長が日本畜産学会会長と懇談し，可能なことは対応できそうであるとの回答があったという報告があった． 

・畜産学会とのシンポジウムの共同開催等はあまり無理がないと思われるので推進するのが望ましい．

・畜産学会第110回および112回大会時に実施された「高校生コンクール」が今後の大会でも開催されて，家禽部門の応募があれば家禽学会も関わることはできないか？若いうちから家禽科学に関心を持ってもらうことは大切である．

・アメリカのFASS連合のように畜産関連学会の共同運営は可能かとの検討を行ったが，日本畜産学会が公益法人化を検討していることもあり，現在，検討することは難しい．

・鶏病研究会との連携について，鶏病研究会は大規模で立派な組織であるが，行政も加わって活動内容も家禽学会とは少し異なるように思われる．かつて検討したこともあったようである．

学会としての教育への取り組みについて以下の意見があった．

・教育機関での家禽学の教育が少なくなると，やがては学会員の減少の要因につながる．日本学術会議の提言によると農学コアカリキュラムの整備や学生の最低限の資質の保障が大切である．将来的に学協会に意見を求められる可能性もある．このようなことから，学会としても教育を視野に入れた取り組みも必要だろうということになった．

・用語集や養鶏マニュアルのような出版物を検討してはどうかという意見があった．

・用語集は日本畜産学会が編集しており，この中で家禽関連もカバーされているので必要ないであろうということになった．

・養鶏マニュアルのような出版物については，最後に発行されて時間が経っているので教育機関等のために検討の余地はありそうであるが，産業界では技術的情報がすすんでいるので意義は低いかもしれないという意見があった．

・ 各大学等の授業で使っているパワーポイントを学会に持ち寄って，希望者に使ってもらう可能性はどうかというアイデアも出された．

・ 電子出版・Webでの情報公開の可能性について意見があった．

・各大学等の授業で使っているスライドを学会に持ち寄って，希望者に使ってもらう可能性はどうかというアイデアも出された．

今回の検討課題は結論を急がないこととして，上述の意見を次年度での検討の参考のために引き継ぐことにした．
